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プロフィール 

加藤

か と う

 幸枝

ゆ き え

 色彩計画家 

 

 1968 年生まれ。色彩計画家・カラープラン

ニングコーポレーションクリマ・代表取締役。 

武蔵野美術大学造形学部基礎デザイン学科卒

後、日本における環境色彩計画の第一人者、

吉田愼悟氏に師事。トータルな色彩調和の取

れた空間・環境づくりを目標に、建築の内外

装を始め、ランドスケープ・土木・照明デザ

インをつなぐ環境色彩デザインを専門として

いる。 

東京都景観審議会及び景観審議会計画部会委

員、品川区／豊島区／八王子市／町田市景観

審議会委員、静岡県／山梨県景観アドバイザ

ー。 

皆様、こんにちは。ただいまご紹介に預か

りました、加藤幸枝と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

表彰式が終わって、ガラッと客席にいる人

がいなくなったらどうしようと思っておりま

したがたくさんの方に残っていただきまして

ありがとうございます。 

改めまして本日、姫路市都市景観賞を受賞

された皆様、関係者の皆様、誠におめでと

うございます。内容を拝見いたしまして、

非常に素晴らしい内容で、建造物だけでな

く、活動にも焦点が当てられている。皆様

の言葉にもありましたが、とにかく人の居

場所というものが作られているという内容

に非常に感銘を受けました。 

このような会の記念にということでお声

掛けをいただいて、テーマもいただいて、

どういう話ができるかと思いますが、私の

色彩計画という仕事を通してのまちづくり

について、何か皆様と共有できればという

ことで、今日は資料を作って参りました。 

それでは40分少々の短い時間になります

がどうぞよろしくお願いいたします。 

 

本日は「まちなみ形成における色彩の役

割」というテーマになっております。 

改めて、色彩計画家という肩書きで仕事

をしておりますけれども、色彩計画という

のは耳慣れない言葉かと思います。 

色彩というのはまさに彩りや色合いのこ

とを指しますが、色単体ということではな

く、組み合わせて組み合わさって、どうい

うハーモニーを奏でるか、それを企画して

企てていく、計画を立てるというのが本職

になります。ですので、結果はもとより、
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やはりそのプロセスや方法論、その成果が

どういうふうに持続していくかということ

に、私自身も非常に興味がありまして、私

の専門性が広く周知、理解され、環境がよ

り良くなることを目指して仕事をしており

ます。 

具体的には、改修の計画が今は非常に多

くあります。色彩ですので、色の塗り替え

になります。 

日本一の大家さんと言われていますＵＲ

都市機構のお仕事が非常に多く、関西です

と、大阪府住宅供給公社のお仕事などもし

ております。 

  

今見ていただいているのは、団地の塗り

替えのビフォーアフターです。色彩ですの

で、どういうふうな、どんな色を使って、

その地域の特徴、或いは建物の個性を活か

していくかということがテーマになってき

ます。 

単体のお仕事というのは少なく、この事

例の横浜市のコンフォール小松ヶ丘という

ＵＲの団地のように、大体10棟前後ぐらい

が中心になってきます。もっと規模の大き

いものもありまして、今手がけているもの

で一番大きいのは全83棟、4200戸という大

きな団地です。そうなると1つの町のような

規模を持っていますので、ゾーニングをし

たり、建物の形に合わせて色を変えたり、

そういうことを地域をよく見ながら、或い

は形を見ながら考えていく、そういう仕事

が中心になっています。 

今見ていただいている調布市にあります

神代団地というところも、全59棟、2022戸

の大規模団地です。 

  

エリアの特性に合わせ、少し色味を変え

たり、後からエレベーターが増設された住

棟があります。そういうところを、建物と

一体に見せていく、そんなことを日々仕事

にしております。 

一方、色を扱う仕事をしておりますけれ

ども、特に日本においては、やはり素材が

大事だなと感じることが多くあります。 

 

例えばこの左と右の写真を見ていただい

て、皆さんこれをどう表しますか。 

左側は、わんこそばを食べるようなお椀

ですけれども、多くの方がこれは漆塗りの

器ということを認識されるのではないかと

思います。 

それから右側は、木製の看板です。これ

を木の看板というふうにおっしゃる方が多

いのではないかと思います。特に木の看板

については、茶色の看板ということが最初

に出てくる方は少ないのではないでしょう

か。 

やはり最初に素材を認知していて、その

次に色がついてくるというのが、特に日本

は自然素材で、これは世界中そうですけれ

ども古くは、その土地で取れる自然素材で

建築や構造物を作ってきたという歴史があ

りますので、色は使ってはいますが、それ

がどういう素材と結びついているかという
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ことが非常に大事だと思っています。 

色彩の役割ということで、今日は3つのキ

ーワードを用意しました。いつもこういう

ことを意識して仕事をしていますというご

紹介が、きっかけになればというふうに思

います。「整理」「調整」「共有」という3

つのキーワードです。 

「整理」というのは、もちろんいろいろ

調査をしたり調べたりということもありま

すが、大きな規模の色彩計画を扱うことが

ありますので、いかに整理をしていくかと

いうことがまず基本になっています。 

その中で、都市空間にどういう余白を生

み出していけるかというのが、近年さらに

テーマとしているところです。 

先ほどご紹介いただきました、私の師匠

であります吉田愼悟という、色彩計画家の

第一人者は、今から40数年前にフランスの

ジャン・フィリップ・ランクロさんという

カラリストのところに研究留学に行きまし

た。そこから環境色彩デザインの歴史は始

まっています。 

 

 

 

ランクロさんは美術学校の先生をしてお

り、同時にデザイナーでもあったのですが、

ある時フランス各地を旅している中で、地地地地

域には地域の色がある域には地域の色がある域には地域の色がある域には地域の色があるという発見をするよ

うになりました。 

先ほどお話したように古くから、建築物

というのはその土地でとれた土、木、石、

といったものを加工して町並みをつくって

きたという歴史があります。ですので、そ

こから「色彩の地理学」という、地域には地域には地域には地域には

地域の色がある地域の色がある地域の色がある地域の色があるという方法論を導き出して、

世界中を旅してこういうリサーチをするよ

うになりました。 

私も先ほどご紹介いただきました美術大

学時代に、このランクロさんの研究手法

「色彩の地理学」というものに出会い、こ

のリサーチ手法がすごく面白いな、綺麗だ

なというふうに思いました。 

当時はデジカメもスマホもない時代です

ので、ランクロさんはひたすらスケッチを

し、その土地の素材というのを採集してき

て、そこからカラーパレットを作る、そう

いうことを繰り返されていました。 

私たちも今そうなんですけれども、町を

見る、調査をするというと、やはり本当に

見るんですよね。素材とか、部分にフォー

カスして単に町並みを眺めるだけではなく、

虫の目になって素材にフォーカスしていく、 

そうすると本当にいろんなテクスチャーが

あり、色にもツヤがあったりムラがあった

り、ということがよく目に入ってきます。 

ランクロさんは近年になり、その「色彩

の地理学」というのを応用して、地域のカ

ラーパレットを作るということを、たくさ

んやってこられました。 

新しい計画や、古い町並みの整備をする

際も、古くからその町に長くある素材や色

を継承していけば、おのずと調和が図れる

だろうという方法論です。 

学生時代、こういうことを見聞きして、

すごく納得感があるなと、そこにあるもの

に従う方法論を見いだしていく、整理して

もう一度組み立てるということにすごく魅

力を感じました。 
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そこからはや30数年、時間が大分経って

しまったなというふうに感じるところです。 

仕事をするようになって、世界中のいろ

いろなまちを旅する機会に恵まれました。 

 

これは2007年にイタリアに行ったときの

写真です。 

「色彩の地理学」という方法論を念頭に

置いてまちを見てみると、特に景観という

領域においては、「遠景」「中景」「近景」

ということの仕組みがよくわかるようにな

ります。 

少し高いところに登って町並みを全体的

に眺めてみたときの、町の全体像や印象は

やはり遠景として、町の特徴を作っていま

す。 

広く眺めてみると、ああなるほど、こう

いうまとまりがあって、こういう素材が使

われていてということをまず認知します。 

そこからまちを歩いていくと、建物個々

の表情であるとか、ディテールが目に入っ

てくる中景と言われるものです。 

遠景に比べて、ずっと表情が豊かになり、

ここの建物に、本当に豊かな表情があるこ

とが見えてきます。 

もっと目線を近づけて、建物の1階部分、

或いは通りの反対側を眺める近景という近

い景色ですが、そこで人の活動とかにぎわ

いが見えてきます。 

この「遠景」「中景」「近景」という、

全体の関係性が整っているまちというのは

本当に魅力的で、今日本でも盛んににぎわ

いにぎわいということが言われますけれど

も、それは必ずしも建物自体が、にぎわい

のある色を持っている必要はなくて、やは

り1階部分の人の活動とかが、表出してくる

ことが非常に大事だなということを改めて

発見に至っています。 

 

一方、私が会社に入ってすぐくらいです

が、今から30年前というのは、色彩業界は、

なかなか辛い時代がありまして、騒がしい

色と書いて騒色という、騒色問題が日本各

地で勃発している時期でした。まだ景観法

ができる前ですね。 

今まで地域になかった色、素材というも

のが突然出現してきたときに、地域の方々

は驚くわけですよね。建物の用途とか、規

模にふさわしくない似つかわしくないもの

というのはやはり違和感を感じやすい。 

これも単体の色が良い悪いということで

はなくて、やはり関係性だと思うんですよ

ね。 

その町や環境には、らしさというものが

あり、それは言葉にはなかなかしづらいの

ですが、それを損ねる要因になる。 

色彩とはそういうものだというのが、入

社してすぐのつらい出来事です。 

不遇の時代が、10年ぐらい続くのですが、

なかなか、色というのは理解されづらく、

色彩計画をやっているというと、何か華や

かな色を使うんでしょうと言われた時期も

あったのですが、今こうして「整理」とい

う話をしていく中で、関係性で物事をとら

えることが大事だというのが、伝わる、伝

えられるようになってきたかなというふう

に思います。 

「整理」をしていくということは計画を

する上で、何を整えなければいけないか、

その必要性の発見にも繋がっていきます。 
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最近では屋外広告物の審査や、協議をす

る機会も多いので、こういうまちを歩くと、

特に公共空間で何が情報として一番入って

くるのか、どこをどう整理すればいいのか

ということを考えながら歩いています。 

 

これはどちらも都内ですが、地下鉄と渋谷

駅の風景です。 

渋谷駅は今、再開発でどんどん新しくな

っていますが、新しいところでも、こうい

うふうに、どんどん広告物案内で埋め尽く

されてしまうという状況があります。 

 

昨年、北欧に行く機会に恵まれました。 

久々の海外に出る機会でした。そのせい

もあって、見るもの、聞くものすべて非常

に印象的ではあったんですけれども、これ

はコペンハーゲンの地下鉄の駅構内です。 

ここから、地下のホームに向かっていく

んですけれども、案内のサイン以外一切何

もないんですね、工事中かと思うぐらいこ

ざっぱりとした景色が続いています。 

移動するごとに駅が何もない景色が続い

ていくんですが、公共サインが非常に見や

すいんですね。 

4つの地下鉄が入り組んでる状況ですが、

英語ではない表記も、番号と色を頼りにし

ていくとわかるという、初めて訪れる場所

でしたが、スムーズに移動ができる、そん

な体験をしました。 

やはり帰ってきてすごく思ったのは、都

市空間には、是非とも「余白」が必要なん

だなということをしみじみ感じました。 

これも、アイランドブリュッゲ駅というコ

ペンハーゲンから三、四駅ぐらいしか離れ

ていない都市部の駅ですが、トップライト

があって、器具照明が控え目にされていま

す。 

素材はもう本当に金属とコンクリートと

石だけというシンプルな構成です。けれど

も、何かここにたたずんで、天窓から、降

り注ぐ光を浴びていたくなるような、すご

く貴重な体験をしました。 

いろいろ町の色を「整理」することを考

えながら、実践では「調整」ということを

心がけています。 

色には「調整」という役割があって、も

しかすると役割としてはこの「調整」機能

というのが一番向いているんじゃないかと

考えることがすごく多くあります。色の居

場所を整えるということです。 

何年か前に実践した、わかりやすい例だ

なあというふうにお見せするものなんです

けれども、「目立つ目立たない、馴染む引

き立つの関係性」ということを、色につい

て考えています。 
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これはよくある花見の風景ですね。土手の

向こうに菜の花畑が広がり、真ん中には桜

がしだれています。土手の上にシートをひ

いて、お花見を楽しむという、本当に一般

的な景色です。 

これにちょっといたずらをしてみました。 

何が違うかおわかりでしょうか。ブルーシ

ートの色がブルーでなくなってるんですね。 

実はこれ実際に製品化もされて、「ブラ

ウンシート」というものがあるんですけれ

ども、レジャーシートというと、工事現場

でもよく使われますブルーシート。ホーム

センターに行くとどこでも一番安く売って

るものなんですけれども、こういう花見に

使うことを目的としたわけではないんです

が、鮮やかな青が使われています。 

何もその色でなくてもいいものにという

のが、世の中にはたくさんあるなと思って

いて、私たちはそれを色の引き算と言って

るんですけれども、引き算をすると見えて

くるものがあるのではないか。 

この場合は、手前のシートの色が控え目

になることで、奥の花畑や桜の色、景観自

体が印象的に見えるのではないか、そんな

ことを調整として考えています。 

町の中で、共通で良いものとか、何もこ

の色でなくてもいいものというのが、気に

なり出すと、たくさんあります。 

景観法ができたのと同時に、国土交通省

の方で、景観に配慮した道路附属物等ガイ

ドラインというものが作られまして、今皆

さんの身近でも、ちょっと気にしていただ

くとそういうものが増えてると思うんです

が、環境の中で背景で良いもの、例えば、

地上の防護柵や照明柱、電線を地中化した

ときの分電盤などは、特別な色である必要

がなければ、この共通のガイドラインを使

いましょうというものが発行されました。 

施行されて10数年経ちますが、非常に浸

透していて、各メーカーさんが、標準色で

この景観配慮色というものを製品で用意し

ていたり、土木工事の発注の際に、仕様書

にこういった工作物、景観配慮色を使うよ

うにということが書かれていたり、広まる

ようになりました。 

 

特にガードレール防護柵を、目立たない

ようにすると危ないだろう、そういう議論

も当初たくさんありましたが、例えば、反

射シートもこの景観配慮色と同じものがあ

ったり、私も山梨で景観アドバイザーをし

ていて、交通事故の発生件数と要因など調

べているのですが、ガードレールが目立た

なかったことによる交通事故というのは、

もともとないんですね。 

死亡事故自体も減少傾向にあるというこ

とで、そうした数字的な裏付けももとより、

白か黒かという議論ではなくて、やはりそ

の環境にどういうものがふさわしいかとい

うことを、調整しながら考えていく必要が

あると思っています。 

山梨県では、それをみんなで実践してみ

ようということで、市民参加によるガード

レール塗装というのが、ワークショップで

続いています。 

2015年から始まり、市民参加を募ってと

いう企画です。私はそんな公共のペンキ塗

りにお休みの日に誰が参加するんだろうと

いうふうに、最初すごく懐疑的だったので
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すが、蓋を開けてみれば、下は2歳半、上は

80歳代のおじいちゃんおばあちゃんから、

総勢百数十人が参加する一大イベントにな

りました。 

 

このペンキ塗りの面白いところは、2時間

ぐらいで結果が出ることなんですね。 

何人かで何メートルかずつやっていくと、

もう数百メートルが塗り終わってしまう。 

それを離れたところから見て、ビフォー

アフターを比較してみると、こんなに景色

が変わるのかというのを実感できる、そう

いう今まで当たり前だと思っていた、これ

でいいと思っていたものを、調整してみる。

そういう機能が、色には役割として大きい

のではないかというふうに思っています。 

そして3つ目、「整理」して「調整」した

ことをいかにいろいろな方と「共有」して

いくか、ここにも多く力を注いでいるとこ

ろです。どちらが或いは何がよりよいかと

いう観点です。 

私はデザインを学んできたということも

あり、デザイン教育では、とにかくいいも

のをつくれば世の中は変わるという教育を

受けてきました。今はもう少し変わってい

るかもしれません。 

ですけれども当時、周りにもデザインが

上手い人たちがたくさんいて、学生時代、

ここだけの話、かなり劣等生だったんです

ね。 

学校の課題では全くいい点数を取ること

ができず、でも町を見回してみると、世の

中デザインの課題はたくさんあるなという

ふうに思っていました。 

なので、やはりデザインする人、物を作

る人たちが良いと思ったことをちゃんと、

多くの人に理解してもらうこと、それが必

要なんだろうなということを、つらつらと

こう考えておりました。 

 

今、環境色彩デザインという仕事をして

いて、これを1つ共通のツールとして使って

いるんですけれども、「有目性のヒエラル

キー」と呼んでいる図です。 

左右に動く、動かない。それから上下に

面積の大きい小さいを位置付けています。

この軸に、環境の中にあるいろいろな要素

を置いています。 

例えば、右下の面積が大きくて動かない

ものというのは、建築の基調色や舗装や屋

根など、町のベースになる基調を作ってい

る物の色です。 

反対に左上の方、面積が小さくて動くも

のというのは、小さなものでいくと昆虫や

草花、それからイベントのバナーやポスタ

ーなどになります。 

町を歩いていると、先ほどの「遠景」

「中景」「近景」にも当てはまりますが、

本当にいろいろな要素があります。 

そういうものを1つ1つ、これは動くのか

動かないのか。或いは面積が大きいのか小

さいのか、ということを意識することで、

まちの基調となっているものは何なのか。

それから、一時的な華やかさやにぎわいを

演出するものは何なのか。その中に、まち

の個性というものがどう作られていくのか

ということを俯瞰してみる、俯瞰して調整

する。こういうことを意識してします。 

これをよく、一言であらわすと、「図と

地の関係」といいます。 
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図と地の関係について皆さんもルビンの

壺という図を思い浮かべてみてください。 

ある時は横顔が向き合ってるような図に

見えて、ある時は真ん中に壷があるように

見えるという、有名な図地反転の図です。 

この「図と地の関係」というのは、どち

らかを見ているときは、どちらか一方しか

意識されないというのが特徴です。 

地を見ているときは、町の基調色を見て

いて、その中に何かサイン的な要素が、図

的要素があるなということを認識すると、

その時にはもう、地となる要素というのは

目に入ってこない、脳が認識していないん

ですね。 

これも後になってから知ったことなんで

すが、まず都市の環境を整えるということ

はそういうことなんだなと。 

地がちゃんとあるからこそ、図が印象的

に見える。逆もしかりなんですね。 

ずっとそういうふうに、いろんな文献を

読んだりしてなるほどと思っていたんです

が、一昨年ぐらいに、まれに図と地を同時

に認識し、できる人がいるということがわ

かりました。 

でも、ものすごくまれなんだそうです。 

ただ、やはりそういう研究っていうのは

ずっと続いていて、いかにこの関係性を整

えていくか、それが共有の1つきっかけにな

っています。 

去年訪問しましたコペンハーゲンの話に

戻りますが、ずっと私もその「図と地」と

いうことを意識していて、いろいろな計画

などを推進してきたんですが、どうしても

単体、建物単体、或いはせいぜい数件のレ

ベルでした。 

コペンハーゲンで駅からの風景を見たと

きに、風景レベルで図と地の関係っていう

のを、すごく意識しました。こういうこと

なのかと。 

動くもの、この中でいくと、交通広場に

バスが見えて非常に鮮やかな色です。ホー

ムに広告も見えます。それも鮮やかな色で

す。 

 

広告もずっとそこにあり続けるわけでは

なく、おそらく数ヶ月、年単位で変わって

いくものだと思います。 

動く動かない、面積の大きい小さいとい

う関係が、整っている。なるほどというふ

うに実感をしました。そういうことを、い

かに共感につなげていくかということが、

今、自分のテーマになっています。 

 

余談になりますけれども、駅が1863年開

業とありますので、160年ぐらいの歴史があ

るんですね。 

2018年当時の写真と比べてみますと、こ

の駅の駅舎のホームのれんが造の建物がな

くなって、そこが交通広場になっている。 

そういう周辺の交通事情が変わってきた

ことによる整備が行われているというのも

後で調べてわかりました。 

ヨーロッパに行って感じるのは、すごく

色使いが明快で、抑えるところは抑える、

使うところは使うというメリハリがすごく

はっきりしています。 

先ほどの動く交通、公共交通に徹底的に

鮮やかな色が使われていて、それとサイン

カラーが連動している。それがよく見える、

「地」が非常に整っているという関係性が
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やはり重要なんだなというふうに思います。 

なので、どちらか一方の計画ではやはり

駄目なんですよね。 

公共交通もいろいろ今、海外から取り入

れられていますけれども、その色使いに対

して、やはりその町にどう溶け込むか、馴

染むということをよく考えていかなければ

いけないなと思います。 

公共交通にそういう、何か新しいシンボ

リックな色を使う場合は、頑張って「地」

の方も整えていかなければいけない。その

相互の関係性というのがやはり、非常に重

要だなというふうに思っています。 

 

この駅に近づいていったときに、古くか

らの構造は、ほとんど変化していなくて、

ベンチが足されたり、そういう程度だとい

うことがわかります。 

コペンハーゲンの鉄道はすごく面白くて、

改札口がありません。全部ＩＣカードでタ

ッチして、入場、退場することになってい

ます。なので、ホームに幾つかタッチする

機械が置いてあるだけで、最初それがわか

らなかったので、1回だけタダ乗りしてしま

ったことがあるんですけど、観光客もその

パスを買って、降りるとき乗るときにタッ

チをするという、そういうシステムです。 

なので、柵や壁が全くなく、駅の出入り

が自由なんですね。自転車でホームのそば

まで乗りつけてスタスタって入っていくと

いう、そのシームレスな関係がすごく面白

かったです。 

さて、共感の「共有」の話に戻ります。 

私は自分が色彩計画をするだけではなく

て、いろいろなところで、アドバイザー審

議等に関わっています。 

アドバイザーなどの仕事の面白くもあり

難しいところは、自分が最後まで決めて責

任を持てるわけではないので、どうやって

地域の人達に共感して、実践につなげても

らうかということが大切です。 

 

これも山梨の富士山が世界文化遺産に登

録されるときに、動きがあった景観重点地

区の事例です。 

富士山が、世界文化遺産登録される際に、

イコモスからいろいろ注文がつきました。 

富士山は素晴らしいけれども、周辺の構

成要素、特に屋外広告物景観はなかなか問

題があり、改善をしなければ認定できませ

んという通達がありました。 

もちろんすぐに改善はできないので、計

画を立てて実施していくのですが、その計

画をいかに地域の方々を巻き込んで賛同し

てやっていただくかというときに、色彩は

お呼びがかかった次第です。 

ここも、オーナーさんと、1つ1つ、どう

あるべきか、ここの地域の基調色は何かと

いうことを話し合い、勉強会をしながら、

私としては、この色にしてくださいという

ことは言えないので、あくまでオーナーさ

ん主導、地域主導で色のあり方というのを

考えて実践してもらいました。 
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どう実践されたか実は知らなかったので

すが、数年たって行ってみると改修されて

いました。 

最初の2012年で調査して、翌年には改修

が終えられていました。この時、最終決定、

どんな色になったかっていうのは、実は私

は知らなくて、経過は聞いていたんですけ

れども、結果はあくまでオーナー、地域の

方がしていただいたというものです。 

こういう役割も、色彩ですごく大事だな

と、先ほど調整というお話をしましたけれ

ども、もちろんいろんな回答があると思う

んですね。 

或いはもっとよりよい、かっこいいデザ

インもあるかもしれないですけれども、持

ち主の方、地域の方が納得して、このぐら

いだったら、馴染むのではないかというこ

とを考えながらやっていく。そういうこと

が非常に、意義のあることなのではないか

なというふうに思っています。 

 

山梨ではかれこれ13年くらい、アドバイ

ザーに関わっているのですが、いろいろな

地域で屋外広告物、建物外装についての調

整、修景というのに関わっています。 

これも、私がこうしなさい、こうした方

がいいってということを、お勧めはするん

ですが、決定はあくまで地域の人達で、こ

れが波及していかないと、長続きしないの

で、やはりいかに持続可能性のある助言が

できるか。 

それはやはり共有してもらわないと始ま

らないなと思っています。 

これは、サイズと量のコントロールがで

きた例なんですが、従前の景観もすごく阻

害要因ということではなかったのですが、

やはりその大型の広告物や一部に突出する

ような鮮やかな色使いが見られたものを、

地域の方が1つ1つ考えて、実践していった

結果です。 

実はこの山中湖畔というのも、最初に勉

強会ということで、地域の方に集まってい

ただいて景観のお話をしたときは、全く反

応がなくて、そんなこと急に言われても、

みたいなことで、2年ぐらいはなかなか足踏

みをしている状況でした。 

でも、ある時から1件改修を終えると、や

はり先ほどのガードレールと同じように、

がらっと景色が変わるんですよね。 

そうすると、うちもやらなきゃというふ

うな感じで、どんどん繋がっていく、良い

効果が広まっていく。そういう経験もしま

した。 

デザインを多分やられてる方だと、特に

その建築の方は、作品を作るという意識で

いくと、本当に計画から施工、竣工まで見

届けてというのが、ベストであるというこ

とはわかりますし、それも大事だと思いま

す。 

でも、地色ということに関しては、その

地域にとっての、いわゆるストライクゾー

ンというんですかね。 

この範囲に収まっていれば、何かみんな

いい感じで、隣を見ながら考えましょうと

いう、おおらかさというか、緩やかさがあ

ると思っています。景観計画というのは本

来、そういうものであると思いますけれど

も、おおらかさの中で、でも一定の通奏低

音というんですか、通じるもの、共通の要

素、共有できる要素というのを探り出して

いく、共有していく、これがすごく大事だ

なというふうに思っています。 

冒頭に素材のお話をさせていただきまし

たが、見れば見るほどやはりそういう細か

いところが気になってきます。 

実は先月、今回こういう話をさせていた
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だくにあたり、姫路にお邪魔させていただ

きました。 

1日いろんなところを歩いておいしいもの

も食べて、という久々にとても楽しい休日

を過ごしました。 

 

左側は姫路城です。入口の周りは今とて

も外国の観光客の方も多く、私が訪れた日

は日曜日だったのですが、お天気が良くて、

本当にたくさんの方が並んでいらっしゃい

ました。 

こういう並びを制御する物も色に非常に

気を使っているということが、ぱっと見て

わかります。 

あとで、後半のパネルディスカッション

でも話題が出ると思うのですが、やはり姫

路の魅力は、駅を降りた途端に、本当に町

に対する気づかいが感じられるなというふ

うに、ファーストインプレッションは思い

ました。 

こういう細かなところにも気を使ってる

ことが見えるという例です。 

右側は、ご覧になったことがある方もい

らっしゃると思いますが、京都です。 

最近京都で、街中でも見かけるようにな

ったんですけれども、同じ樹脂製のカラー

コーンに竹製のカバーをかけているという

ひと工夫した例です。 

おそらく、京都の庭師さんがこういうこ

とを考えられたのではないかと思うんです

けど、最初はお寺などでしか見かけなかっ

たものが、最近は街中でも非常にこれが増

えていて、デパートの前や、駐輪場にもこ

ういう表示があったりします。 

私たちは色より先に素材感を認知してい

るという話をしましたが、色に気を使い出

せば出すほど、より本物らしく、より馴染

むためには、その先があるんだなというふ

うに感じた例になります。 

「共有」、らしさはやはりすごく難しい

ですよね。 

私は、ずっと東京ですし、いろいろよそ

者としていろんな地域に行って、これが面

白いとか、これがこのまちのらしさなんじ

ゃないかなというふうに思いますけれども、

必ずしもそれがまちの方々の、長く住んで

いる方々のご意見と一致するとは限らない

です。何か、より「らしく」とか、「らし

さ」みたいなことは、やはりいろんなこと

を見たり話したり、いやこうなんじゃない

かというふうに話し合いながら、やりとり

の中で見えてくるものだと思います。らし

さとは雰囲気なので、別に、定義する必要

はないです。 

これが〇〇らしさだというふうに決めつ

ける必要は全然ないんですけれども、何か

その言葉にこう決めきれないからこそ、い

ろいろな英知を積み重ねていく必要がある

のではないかなというふうに思っています。 

一方、色の魅力は、こういうことかなと

いうふうに思うこともたくさんあり、こう

いう景色になるとうれしくなり、何枚も写

真を撮ってしまいます。 

これも昨年訪れたコペンハーゲンの写真

です。調和してる状況ですよね。いろんな

ものがまとまりを持って、テーマを持った

雰囲気が醸し出されています。 

よく見ると、コーヒーを買っているお客

さんも、ネイビーブルーのトレーナーを来
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ていて、何か撮影のためにコーディネート

されたような景色でした。 

調和には法則があり、多くの人が心地よ

いとか、まとまりがあるとか、気持ち良い

というふうに感じる要因が必ずあります。 

それは「色彩学」という学問で、何々調

和、というふうに定義することができて、

裏付けがちゃんとあるんですね。 

もちろん印象でこういう感じいいですよ

ねとか、なんか気持ちいいですよねという

ことを、ビジュアルで共有していくことも、

とても大事だと思いますけれども、あそこ

には、きちんと裏付けがある、科学的根拠

がある。そういうことも意識して検討して

いるところです。 

 

さて、皆さんが見慣れている姫路の景色

です。駅を降りたところの先にお城があっ

て周辺の建物も、伺ったところによると、

広告物の規制や建物の色の規制をして、随

分変わってきたというお話を聞いておりま

す。 

私は東京から来た部外者ですので、ちょ

っとそれに手を加えてみました。何が違う

かおわかりでしょうか。 

 

2階以上の文字を消して、建物の色のトー

ンを少し押さえてみました。 

ビスタという非常に特徴的なこの通りの

景観のお城が印象的に見えるかというシミ

ュレーションしてみたものなんですけれど

も、やはり段階的に、色々な方法を考えて

共有していくこと。これが、色彩の役割か

なというふうに思っているところです。 

 

最近、訪れた場所で、非常に印象的だっ

たところなんですが、大阪うめきたのグラ

ングリーン大阪という、駅前に大きな公園

ができました。 

連日多くの人でにぎわっていて、私がた

またま仕事で立ち寄った9月のまだすごく暑

い日の夕暮れときだったんですけれども、

水場では、子供さんが水浴びをし、芝生で

はたくさんの若い人たちやおじいちゃんお

ばあちゃんも芝生にゴロンと、くつろいで

いる景色が印象的でした。 

歩いていて、周りは高層ビルばかりなん

ですよね。 

でも、何でここがゆったりする穏やかで

落ち着く印象があるのかなというふうに思

って、いろいろ後で考えてみたのですが、

建物のビル名すらサインがない。広告物が

一切ないことに、後から気が付きました。 

駅前の、まだ開発が全部済んでいないと

ころだからとかいろいろあるとは思います

が、先ほどもお話がありました、公園にや

たら多い注意書きがないとか、そういうこ

とは、こんなに人の各行動に効果をもたら

すのかなというふうに思った一例です。 

やればできるんだなという、これも計画

に関わった方にも今いろいろお話を聞いた

りしているんですが、やはり大変なことだ

と思います。特に再開発ということで、多

くの関係者がいらして、1等地でこれだけの



－22－ 

整理をして、できているという好事例が、

令和の時代において、指針になるのではな

いかと思っています。 

姫路に来たからには、ぜひ姫路城に上っ

て、大天守の最上階に神社がありますので

お参りしてくださいねと言われて、上って

いきました。振り返って見た景色です。奥

が姫路駅になるんですが、なるほど、反対

側は全然広告物がなかったんですね。 

もちろんそれは鉄道を中心とした開発で、

駅からの視認性ということを意識されてい

るのだろうなというふうに思います。 

なので、お城からの景色が、こういうふ

うに確保されているという点も、やはり緑

が非常に印象的に見えて、素晴らしい景色

だなというふうに思いました。 

 

本日、町並み形成における色彩の役割と

いうことをお話しさせていただきました。 

「整理」「調整」「共有」というのがキ

ーワードになっています。 

私にとって、色彩というのはやはり「拠

り所」であり、それから役割としては「余

白」を生み出す、何か機能とか、そういう

ことを担っているのではないか。 

そこには「図と地」という意識がすごく

働いていて、でも最終的には、素材が大事、

色は素材によって引き立つということを、

いつも考えています。相性がとても大事だ

と思います。 

まとまりのない話となりましたけれども、

先月伺ったときに、ふと目について人力車

に乗りました。 

車夫の方が、姫路生まれ姫路育ちの大学

生だったのですが、ものすごく熱くお城の

ことを語り、おいしい食べ物、姫路に来た

らこれを食べていけというお勧めを教えて

いただきました。 

私にとってはこういうふらっと現地調査

に来たのに地域の人との出会いも、すごく

面白い青年と出会って、姫路の魅力を語っ

ていただいたっていうことが、何より記憶

に残る出会いとなりました。 

こういう若者がいるということも、姫路

の大きな魅力なんだなということを最後に、

お話しを終わりたいと思います。 

ご清聴ありがとうございました。


